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概要 
開腹手術の映像は手術を学ぶための手段として重要な役割を果たすものであるが、術

者の頭や手などの遮蔽物が映り込み、肝心の部分が映っていない場合が多い。遮蔽物を

取り除いた映像の方が学びやすいと考えられる。これまでのような 1 台のカメラからこ

れを行うことは難しいが、複数台のカメラ映像を融合し、互いの死角を補うことで遮蔽

物を除去する（図 1）。また、手術室を模した VR 空間を作成し、手術シミュレーション

に関する研究も進めている（図 2）。 

     
図 1 遮蔽物の除去結果（手を除去）       図 2 開腹手術の VR 化     

 

セールスポイント 

１．死角を削減することで手技を余すことなくアーカイブするシステムである。 

２．時間軸を含めた4次元の教材として、任意の視点から勉強できる。 

３．シミュレーション機能により、手技の練習が可能になる。 

 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．医学部及び臨床における新たな手術教材として活用を期待。 

２．リアルタイム処理・通信により、遠隔にいる熟練医の指導を可能に。 

３．医師との共同研究を通して、臨床応用にむけた研究を推進中。 
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